
　　

≪説明対象医療機関≫ ２医療機関

※　本資料は病床配分を希望する申請者が、自身の希望・意向に基づき作成したものである。

※　本資料の会議及び東京都福祉保健局ホームページ上での公開については、各申請者の了承を得ている。

　　

資料１－３

病床配分希望について（北多摩北部）



（北多摩北部医療圏）

（整備区分）

開設 移転（増床しない）

（病床の整備計画）

（設備整備の計画）

（雇用計画）

（想定する診療報酬）

％

（病床数）
＜現行病床数＞ ＜希望病床数＞ ＜希望病床数反映後＞

一般 196 床 一般 57 床 一般 253 床
（うち災害 57 床） （うち災害 57 床）

（うち感染症 床） （うち感染症 床）

療養 50 床 療養 床 療養 50 床

計 246 床 計 57 床 計 303 床
（うち災害 57 床） （うち災害 57 床）

（うち感染症 床） （うち感染症 床）

高度急性期機能 （病棟） （床） （病棟） （床） （病棟） （床）

急性期機能 4 （病棟） 196 （床） 4 （病棟） 57 （床） 6 （病棟） 253 （床）

回復期機能 （病棟） （床） （病棟） （床） （病棟） （床）

慢性期機能 1 （病棟） 50 （床） （病棟） （床） 1 （病棟） 50 （床）

開設予定時期 令和 3 年 10 月頃 　　　　調整済 　　　　　　　　調整中地区医師会との調整状況

西東京市向台町三丁目5番48号

病床配分希望について

開設者名 医療法人沖縄徳洲会 開設者所在地 沖縄県島尻郡八重瀬町字外間80番地

※回復期ﾘﾊⅠ　○床など
新規開設・増床分のみ記載

（病床稼働率）
※直近の施設表の数値。新
規開設の場合は記入不要

85.5

病院名 医療法人沖縄徳洲会　武蔵野徳洲会病院 病院所在地

※機能別内訳は、病床機能報告と同
様の方法で記載すること
移転する場合は、移転前の病床数を
記入すること

※新規開設・増床分を記載すること
増床しない場合（移転のみの場合）は
空欄にすること

※機能別内訳は、病床機能報告と同様
の方法で記載すること
移転する場合は、移転後の病床数を記
入すること

機
能
別
内
訳

診療科目
内科、循環器内科、消化器内科、腎臓内科、肝臓内科、神経内科、外科、消化器外科、乳腺外科、整形外科、脳神経外科、形成外科、小児科、泌尿器科、婦人科、リハビリ
テーション科、放射線科、救急科、麻酔科、皮膚科、腫瘍内科、耳鼻咽喉科

整備概要

増床 移転・増床　　

当院は一般急性期病棟(4病棟196床）と医療療養病棟（1病棟50床）を備えたケアミックス病院である。当院では救急医療を積極的に行っており、昨年度の救急搬送者数は3624
件、内約1/3が緊急入院となっております。北多摩北部医療圏で不足している医療資源は在宅・介護施設等からの症状が急性憎悪した患者へ医療を提供するサブアキュート機能
の強化と考えております。それらの不足機能を強化・充足さるために急性期病床57床の増床を行い医療機能の充実を図ることを目指します。一昨年より在宅医療に目を注ぎ訪問
診療および訪問看護ステーションを開設、自宅での看取りに至るまで患者のニーズに合った幅広い医療サービスを提供し、住み慣れた地域で生涯が迎えられるように医療・介護
サービスを提供して行きたいと考えております。また、この度の新型コロナウイルス感染症では西東京市医師会および西東京市と連携し、発熱外来やPCR検査センター、陽性患者
および疑似症例患者を受入れ対応しております。病床が増えることによって対応も更に充実することと考えます。

※当該二次医療圏における
医療機能との整合性も踏まえ
て記載すること

CTの増設、手術ロボット、放射線治療機器の導入を検討しております。

※高額医療機器の導入など

57床増床分相当の職員数（医師、看護師、薬剤師等）は現状の職員数で医療法的にはクリアしておりますが、より質の高い医療サービスを提供するため随時増員を行い充実させ
たいと考えます。

※医師・看護師・その他（薬剤
師等）の採用方法・人数など

一般急性期病床57床



出席者

令和 2 年 6 月 5 日 西東京市医師会事務局長：斉藤美和子

令和 2 年 7 月 28 日

西東京市医師会長：指田純、西東京市医師会副
会長：岸保鉄也、西東京市医師会副会長：三輪隆
子、佐々総合病院院長：鈴木隆文、西東京中央総
合病院院長：種子田斎、田無病院院長：丸山道
生、保谷厚生病院院長：高原明、山田病院院長：
山田雄飛、武蔵野徳洲会病院院長：鈴木洋通

令和 2 年 10 月 20 日

西東京市医師会長：指田純、西東京市医師会副
会長：岸保鉄也、西東京市医師会副会長：三輪隆
子、佐々総合病院院長：鈴木隆文、西東京中央総
合病院院長：種子田斎、田無病院院長：丸山道
生、保谷厚生病院院長：高原明、山田病院院長：
山田雄飛、武蔵野徳洲会病院院長：阪本敏久

令和 年 月 日

令和 年 月 日

※記載欄が不足する場合は、適宜、行の追加や高さの変更を行っても差し支えない。

※出席者欄には、申請者側の出席者のほか、了解を得られた場合は、調整相手方の出席者についても記載すること。会議形式で多数に渡る場合は主な出席者のみで差し支えない。

※調整内容（要旨）欄は、申請者が伝えた内容や相手方の反応等を中心に簡潔に記載すること

西東京市医師会病院部会において議題として令和2年度の病床配分について協議された。西東京市医師会員の
中では武蔵野徳洲会病院が５７床の増床の申請があり、その他の病院からの申請は無かった。協議の結果、武蔵野
徳洲会病院の申請に対し出席者全員の満場一致で承認された。

北多摩北部医療圏（5市）の病床配分の申請が出揃い、配分数以内の申請であったため西東京市医師会としては
武蔵野徳洲会病院57床の申請を最終的に承認した。（メール確認）

地域の関係者（地区医師会や区市町村等）との調整経過

調整年月日 調整内容（要旨）

西東京市医師会へ「令和2年度の病床配分について」書面にて相談・受理される。斉藤事務局長より、指田会長へ
報告し病院部会で協議する旨の話をいただく。



（指定状況）

東京都災害拠点病院に指定済 東京都災害拠点病院の新規指定を受ける意向あり

東京都災害拠点連携病院に指定済 東京都災害拠点連携病院の新規指定を受ける意向あり

（指定基準の充足状況）　※東京都災害拠点病院又は東京都災害拠点連携病院の新規指定を受ける意向ありの病院のみ

東京都災害拠点病院設置運営要綱の指定基準等を概ね満たしている。又は、満たす計画がある。

東京都災害拠点連携病院設置運営要綱の指定基準等を概ね満たしている。又は、満たす計画がある。

（災害医療体制の整備計画）

医療法人沖縄徳洲会　武蔵野徳洲会病院

災害医療体制
整備の概要

当院は平成29年4月より東京都災害拠点連携病院に指定されております。当院は平成27年6月開設の新築病院です。建物は最
新の免震構造であり、自家発電装置（A重油）およびコージェネレーションシステム（ガス）を備え、ガスは災害に強い中圧ガスを利
用しています。貯水槽は160㎥あり、今年6月には西東京市の許可が下り井水の併用を開始いたしました。これにより万一災害が
発生した場合でも免震機能により建物被害は最小限に抑えられ、ライフラインが寸断されても自家発電装置とコージェネレーショ
ンシステムおよび井水活用により病院機能の継続（災害の規模にもよる）が平時とは異なりますが可能と考えます。また、災害時
の血液浄化（人工透析）も可能です。建物屋上には災害時用の臨時ヘリポート（飛行場外離着陸場の許可基準に準じたもの）を
備えております。災害で負傷し搬送された患者を院内でトリアージし、三次救急が必要と判断した場合は緊急な対応が必要です。
陸路搬送が困難な場合はヘリポートが有効に機能するものと考えます。以上の内容を踏まえ、当該西東京市の災害拠点病院で
ある佐々総合病院をはじめ同じ災害拠点連携病院である西東京中央総合病院、保谷厚生病院と連携して地域の災害医療に貢
献できるものと考えております。

※自家発電機等の保有や、災害時に概ね３日程度、病院機能を維持するための対策等、東京都災害拠点病院又は東京都災害拠点連携病院の指
定基準等に関する体制整備について、実施する事項、時期など計画の概要を示すこと。特に、東京都災害拠点病院又は東京都災害拠点連携病院
の新規指定を受ける意向がある病院は、指定基準を充足するために行う整備計画について時期と合わせて示すこと。

特例配分希望について（災害医療体制の整備）

開設者名

病院名

医療法人沖縄徳洲会



（北多摩北部医療圏）

（整備区分）

開設 移転（増床しない）

（病床の整備計画）

（設備整備の計画）

（雇用計画）

（想定する診療報酬）

％

（病床数）
＜現行病床数＞ ＜希望病床数＞ ＜希望病床数反映後＞

一般 84 床 一般 18 床 一般 102 床
（うち災害 18 床） （うち災害 18 床）

（うち感染症 床） （うち感染症 床）

療養 0 床 療養 0 床 療養 0 床

計 84 床 計 18 床 計 102 床
（うち災害 18 床） （うち災害 18 床）

（うち感染症 床） （うち感染症 床）

高度急性期機能 （病棟） （床） （病棟） （床） （病棟） （床）

急性期機能 2 （病棟） 84 （床） 2 （病棟） 18 （床） 2 （病棟） 102 （床）

回復期機能 （病棟） （床） （病棟） （床） （病棟） （床）

慢性期機能 （病棟） （床） （病棟） （床） （病棟） （床）

開設予定時期 令和 4 年 6 月頃 　　　　調整済 　　　　　　　　調整中

※機能別内訳は、病床機能報告と同様
の方法で記載すること
移転する場合は、移転後の病床数を記
入すること

機
能
別
内
訳

診療科目 内科、循環器内科、呼吸器内科、消化器内科、糖尿病代謝内科、人工透析内科、神経内科、リハビリテーション科、外科、整形外科、皮膚科

整備概要

増床 移転・増床　　

東京都二次指定医療機関としてこの地域の方々が安心安全な生活ができるように積極的に救急を受け入れていきます。災害の発生時、当院は災害拠点病院と連携し、負傷者を
受入れ急性期治療から亜急性期治療へと展開し、この地域に貢献していく災害拠点病院連携病院を目指しています。市内には一般病院が一つしかありません（脳外専門、産婦人
科専門の2施設あり）。市民が急性期医療から在宅医療まで住み慣れた環境で医療サービスを受けられるように努めています。地域保健計画に掲げられている保健サービスや特
定健診もスムーズに受けられるようにします。

※当該二次医療圏における
医療機能との整合性も踏まえ
て記載すること

手術室2部屋、MRI、CTを付帯しし急性期治療に当たります。リハビリテーション室235.18㎡を準備、脳血管・運動器リハビリテーションや摂食機能訓練療法の充実を図ります。入院
される患者様の療養環境は8㎡以上を確保し安心安全な入院生活を過ごせます。

※高額医療機器の導入など

医師や看護職員は現行からの維持ですが、年齢による新陳代謝が必要のため随時採用を検討していきます。PT、OT、STは23名が必要となります。新卒者採用として各大学に求
人活動や人材紹介会社にもお願いしています。親母体である苑田会にも協力して頂いています。

※医師・看護師・その他（薬剤
師等）の採用方法・人数など

4階病棟55床は10対1入院基本料、5階47床は回復期リハビリテーション入院基本料を想定しています。

地区医師会との調整状況

東久留米市滝山四丁目1番18号

病床配分希望について

開設者名 医療法人社団好仁会 開設者所在地 東久留米市滝山四丁目1番18号

※回復期ﾘﾊⅠ　○床など
新規開設・増床分のみ記載

（病床稼働率）
※直近の施設表の数値。新
規開設の場合は記入不要

92

病院名 医療法人社団好仁会　滝山病院 病院所在地

※機能別内訳は、病床機能報告と同
様の方法で記載すること
移転する場合は、移転前の病床数を
記入すること

※新規開設・増床分を記載すること
増床しない場合（移転のみの場合）は
空欄にすること



出席者

令和 2 年 8 月 21 日 東久留米市医師会長　熊野雄一様

令和 2 年 10 月 23 日 東久留米市医師会第6回理事会

令和 年 月 日

令和 年 月 日

令和 年 月 日

※記載欄が不足する場合は、適宜、行の追加や高さの変更を行っても差し支えない。

※出席者欄には、申請者側の出席者のほか、了解を得られた場合は、調整相手方の出席者についても記載すること。会議形式で多数に渡る場合は主な出席者のみで差し支えない。

※調整内容（要旨）欄は、申請者が伝えた内容や相手方の反応等を中心に簡潔に記載すること

真鍋院長から前回36床増床、今回18床増やすことや災害医療体制を整備すること説明し、理事の皆さんの了解を
得ました。

地域の関係者（地区医師会や区市町村等）との調整経過

調整年月日 調整内容（要旨）

令和2年度病床配分申請で災害医療体制の整備として18床の増床計画を説明し、ご理解とご支援をお願いし了解
を得ました。



（指定状況）

東京都災害拠点病院に指定済 東京都災害拠点病院の新規指定を受ける意向あり

東京都災害拠点連携病院に指定済 東京都災害拠点連携病院の新規指定を受ける意向あり

（指定基準の充足状況）　※東京都災害拠点病院又は東京都災害拠点連携病院の新規指定を受ける意向ありの病院のみ

東京都災害拠点病院設置運営要綱の指定基準等を概ね満たしている。又は、満たす計画がある。

東京都災害拠点連携病院設置運営要綱の指定基準等を概ね満たしている。又は、満たす計画がある。

（災害医療体制の整備計画）

医療法人社団好仁会　滝山病院

災害医療体制
整備の概要

新病院のハード面は新耐震基準の耐震性があります。自家発電装置（A重油1,970ℓ）1基を保有、エレベータ2基、空調、照明、コン
セントの対応で3日間は自営での運営は可能です。更にA重油の途中給油可能となっています。災害時の供給体制を業者に委ね
る契約を進めます。ソフト面は医療器材・医薬品は3日以上の備蓄を行います。そしてマンパワーは市内在住が多いため人員は
発災後1時間以内43％（51人）、更に3時間以内34％（41人）、6時間以内15％（18人）が見込みられています。これを確実に実施す
る為、災害対応マニュアル及びBCPに基づき、計画的に訓練を行います。

※自家発電機等の保有や、災害時に概ね３日程度、病院機能を維持するための対策等、東京都災害拠点病院又は東京都災害拠点連携病院の指
定基準等に関する体制整備について、実施する事項、時期など計画の概要を示すこと。特に、東京都災害拠点病院又は東京都災害拠点連携病院
の新規指定を受ける意向がある病院は、指定基準を充足するために行う整備計画について時期と合わせて示すこと。

特例配分希望について（災害医療体制の整備）

開設者名

病院名

医療法人社団好仁会
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